
健 感 発 0 1 1 8 第 2 号 

平成 30 年 1 月 18 日 

都 道 府 県 

各  保 健 所 設 置 市  衛生主管部（局）長 殿 

     特 別 区 

厚生労働省健康局結核感染症課長 

（ 公 印 省 略 ）  

性感染症に関する特定感染症予防指針の一部改正について 

 厚生科学審議会感染症部会及びエイズ・性感染症に関する小委員会における検討結果等

を踏まえ、性感染症に関する発生動向、検査、治療等に関する科学的知見など、性感染症

を取り巻く環境の変化に対応するため、「性感染症に関する特定感染症予防指針」（平成

１２年厚生省告示第１５号。以下「指針」という。）を別添のとおり一部改正し、平成３

０年１月１８日より適用することとしたので、通知する。 

 なお、今般の改正の概要については下記のとおりであるので、性感染症対策の推進に当

たっては、改正の趣旨を踏まえるとともに、管内の関係機関等に対する周知について、特

段の配慮をお願いする。 

記 

第１ 改正の趣旨 

 本指針は、原因の究明、発生の予防及びまん延の防止、医療の提供、研究開発の推進、

国際的な連携、施策の評価及び関係機関との連携等、性感染症予防に関する総合的な施策

の推進を図るために作成されたものであり、国、地方公共団体、医療関係者、教育関係者

及びＮＧＯ等がともに連携して性感染症対策を進めていくための行動指針である。 

 また、本指針は、その有効性を維持確保するため、少なくとも５年ごとに再検討を加え、

必要があると認めるときは、これを変更していくものとしている。 

第２ 主な改正事項 

前文 

参考資料５

1



以下の内容を追記する。 

○ 梅毒について、平成２３年以降、全体の報告数のうち多数を占める男性の報告数

の増加とともに、女性の報告数と報告数全体に占める女性の報告数の割合の増加も

指摘されていること。 

第一 原因の究明 

○ 主な改正事項なし。

第二 発生の予防及びまん延の防止 

以下の内容を追記する。 

○ 国が、都道府県等と協力して、性感染症予防の普及啓発に関して社会の理解を後

押ししていくことが重要であること。 

○ 国及び都道府県等は、検査を受けることが、個人個人においてどのような状況下

（タイミング）で必要なのかという点に関しても、若年層を含め広く国民が十分に

理解できるように、様々な機会を通じて啓発していくことが求められること。 

第三 医療の提供 

○ 主な改正事項なし。

第四 研究開発の推進 

以下の内容を追記する。 

○ 薬剤耐性を持つ病原体による性感染症に対する治療方法等の開発及び新たな治療

薬の開発やその投与方法に関する研究が期待されること。 

○ 海外で使用されている治療薬が国内においても使用できるようにし、海外との格差

を是正していくことが重要であること。 

○ 国は、発生動向の多面的な把握に役立てるため、性感染症に関する各種疫学研究に

ついて、疫学者や都道府県等の協力を得る等により強化し、今後の予防対策に役立て

ていくことが重要であること。 

第五 国際的な連携 

○ 主な改正事項なし。

第六 施策の評価及び関係機関との連携 

○ 主な改正事項なし。
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す
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。
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介
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介
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感
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あ
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あ
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あ
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感
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感
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。
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。
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又
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又
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Ｈ
Ｉ
Ｖ
」
と
い
う
。
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感
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感
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篤
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摘
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齢
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感
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特
に
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殖
年
齢
に
あ
る
女
性
が
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感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
に
は
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、
母
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感
染
に
よ
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影
響
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得
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感
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病
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。
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た
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（
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症
状
病
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体
保
有
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を
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う
。
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。
）
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自
覚
症
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が
あ
る
場
合
で
も
医
療
機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と

以
下
同
じ
。
）
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
医
療
機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と

が
あ
る
た
め
、
感
染
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
感
染
の
実
態
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た
め
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感
染
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
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り
、
感
染
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と
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し
て
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あ
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さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
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巻
く
近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及

さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
り
巻
く
近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及

び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号

び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
よ

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
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発
生
動
向
の
調
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に
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さ
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概
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傾
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ら
れ
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さ
れ
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に
は
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向
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れ
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も
の
の
、
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、
全
数
把
握
疾
患
で
あ
る
梅
毒
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
以
降
、
全
体
の
報

続
き
十
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
の
年
齢
層
（
以
下
「
若
年
層
」
と

告
数
の
う
ち
多
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占
め
る
男
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告
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と
も
に
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性
の
報
告
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う
。
）
に
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こ
と
や
、
性
行
動
の
多
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よ
り
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告
数
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め
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告
数
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割
合
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増
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も
指
摘
さ
れ
て
い
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。

頭
感
染
等
の
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が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
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性
感
染
症
に
つ
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て
は
、
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き
続
き
十
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ご
ろ
か
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十
代
に
か
け
て
の

性
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
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が
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で
あ
る
。

年
齢
層
（
以
下
「
若
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層
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
発
生
の
割
合
が
高
い
こ
と
や
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ら
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踏
ま
え
た
上
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性

感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
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あ
る
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症
は
、
早
期
発
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治
療
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治
癒
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重
症
化
の
防
止
又
は

性
感
染
症
は
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
に
よ
り
治
癒
、
重
症
化
の
防
止
又
は

感
染
の
拡
大
防
止
が
可
能
な
疾
患
で
あ
り
、
性
感
染
症
の
予
防
に
は
、
正
し
い
知

感
染
の
拡
大
防
止
が
可
能
な
疾
患
で
あ
り
、
性
感
染
症
の
予
防
に
は
、
正
し
い
知

識
と
そ
れ
に
基
づ
く
注
意
深
い
行
動
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
性
感
染
症
に

識
と
そ
れ
に
基
づ
く
注
意
深
い
行
動
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
性
感
染
症
に

対
す
る
予
防
対
策
と
し
て
は
、
感
染
す
る
又
は
感
染
を
広
げ
る
可
能
性
が
あ
る
者

対
す
る
予
防
対
策
と
し
て
は
、
感
染
す
る
又
は
感
染
を
広
げ
る
可
能
性
が
あ
る
者

へ
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

へ
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

。
特
に
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

。
特
に
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
（

あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
後
天
性
免
疫
不
全

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
て
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
以
下
「
エ

症
候
群
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の
予
防
方
法
、
ま
ん
延
の
防
止
対
策

イ
ズ
」
と
い
う
。
）
を
発
症
し
て
い
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
・
エ
イ

等
に
お
い
て
関
連
が
深
い
た
め
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
対
策
に
つ
い
て
、
本

ズ
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の
予
防
方
法
、
ま
ん
延
の
防
止
対
策
等
に

指
針
に
基
づ
く
対
策
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指

お
い
て
関
連
が
深
い
た
め
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
対
策
に
つ
い
て
、
本
指
針

針
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
十
一
号
）
に
基
づ
く
対
策
と
の
連
携

に
基
づ
く
対
策
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
（

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
号
）
に
基
づ
く
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
法
の
施
行
に
伴
う
性
病
予
防
法
（
昭

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
法
の
施
行
に
伴
う
性
病
予
防
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
廃
止
後
も
、
総
合
的
に
予
防
の
た
め
の
施

和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
廃
止
後
も
、
総
合
的
に
予
防
の
た
め
の
施

策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
性
感
染
症
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療

策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
性
感
染
症
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療

関
係
者
、
教
育
関
係
者
、
当
事
者
支
援
団
体
を
含
む
非
営
利
組
織
及
び
非
政
府
組

関
係
者
、
教
育
関
係
者
、
当
事
者
支
援
団
体
を
含
む
非
営
利
組
織
及
び
非
政
府
組

織
（
以
下
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
」
と
い
う
。
）
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課

織
（
以
下
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
」
と
い
う
。
）
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課

題
に
つ
い
て
、
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提

題
に
つ
い
て
、
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提

供
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
観
点
か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を

供
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
観
点
か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

目
的
と
す
る
。

ま
た
、
本
指
針
の
対
象
で
あ
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

ま
た
、
本
指
針
の
対
象
で
あ
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
の
ほ
か
に
も
、

イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
の
ほ
か
に
も
、

性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
感
染
症
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ

性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
感
染
症
は
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候

ズ
、
Ｂ
型
肝
炎
を
含
め
多
数
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
指
針
に
基

群
、
Ｂ
型
肝
炎
を
含
め
多
数
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
指
針
に
基

づ
く
予
防
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
抑
制
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

づ
く
予
防
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
抑
制
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

。

。

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
、
性
感
染
症
の
検
査
、

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
、
性
感
染
症
の
検
査
、

治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
、
本
指
針
の
進
捗
状
況
の
評
価
等
を
勘
案
し
て
、

治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
、
本
指
針
の
進
捗
状
況
の
評
価
等
を
勘
案
し
て
、

少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ

少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ

れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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堅
多

課
長

限
り

第
一

原
因
の
究
明

第
一

原
因
の
究
明

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

性
感
染
症
の
発
生
動
向
の
調
査
に
お
け
る
課
題
は
、
病
原
体
に
感
染
し
て

性
感
染
症
の
発
生
動
向
の
調
査
に
お
け
る
課
題
は
、
病
原
体
に
感
染
し
て

い
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
医
療

い
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
医
療

機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
等
が
あ
る
た
め
、
そ
の
感
染
の
実
態
を
正
確
に
把

機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
等
が
あ
る
た
め
、
そ
の
感
染
の
実
態
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
性
感
染
症
の
疫
学
的
特

握
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
性
感
染
症
の
疫
学
的
特

徴
を
踏
ま
え
た
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
発
生
動
向

徴
を
踏
ま
え
た
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
発
生
動
向

を
慎
重
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
に
基
づ
く
発
生
動
向

を
慎
重
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
に
基
づ
く
発
生
動
向

の
調
査
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
患
者
調
査
等
の
他
の
調
査
等
を
活
用
す
る
と

の
調
査
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
患
者
調
査
等
の
他
の
調
査
等
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
存
在
を
考
慮
し
、
必
要
な
調
査
等
を
追

と
も
に
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
存
在
を
考
慮
し
、
必
要
な
調
査
等
を
追

加
的
に
実
施
し
、
発
生
動
向
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

加
的
に
実
施
し
、
発
生
動
向
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

る
。

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
（
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
（
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び

特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、

特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、

収
集
さ
れ
た
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
と
分
析
結
果
に
つ
い
て
、
必
要
と
す

収
集
さ
れ
た
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
と
分
析
結
果
に
つ
い
て
、
必
要
と
す

る
者
に
対
し
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

る
者
に
対
し
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

発
生
動
向
の
調
査
の
活
用

二

発
生
動
向
の
調
査
の
活
用

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出
の
徹
底

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出
の
徹
底

等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な
情
報
と
し
て
活

等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な
情
報
と
し
て
活

用
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
特
に
、
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定

用
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
特
に
、
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定

届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
発
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
発
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭

い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
及
び
淋
菌
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
感

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
及
び
淋
菌
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
感

染
症
の
発
生
動
向
を
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
発
生
動
向
調
査
の
結
果
を

染
症
の
発
生
動
向
を
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
発
生
動
向
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
た
指
定
届
出
機
関
の
指
定
の
基
準
（
定
点
選
定
法
）
を
よ
り
具
体
的

踏
ま
え
た
指
定
届
出
機
関
の
指
定
の
基
準
（
定
点
選
定
法
）
を
よ
り
具
体
的

に
示
す
と
と
も
に
当
該
機
関
に
つ
い
て
定
期
的
に
調
査
し
て
、
発
生
動
向
調

に
示
す
と
と
も
に
、
指
定
の
状
況
を
適
宜
確
認
し
て
、
発
生
動
向
調
査
の
改

査
の
改
善
を
図
る
も
の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性
別
、
年
齢
階
級
別
な
ど

善
を
図
る
も
の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性
別
、
年
齢
階
級
別
な
ど
、
対
策

、
対
策
に
必
要
な
性
感
染
症
の
発
生
動
向
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
か
つ
、

に
必
要
な
性
感
染
症
の
発
生
動
向
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
か
つ
、
関
係
機

関
係
機
関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
対
策
に

関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
対
策
に
活
用
す

活
用
す
る
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届

る
た
め
、
十
万
人
当
た
り
の
患
者
数
の
よ
う
に
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
な
い

出
機
関
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届
出
機
関
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

三

発
生
動
向
の
調
査
等
の
結
果
の
公
開
及
び
提
供
の
強
化

三

発
生
動
向
の
調
査
等
の
結
果
の
公
開
及
び
提
供
の
強
化

5



堅
多

課
長

限
り

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
収
集
さ
れ
た
調
査
の
結
果
や
そ
の
分
析
に
関
す

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
収
集
さ
れ
た
調
査
の
結
果
や
そ
の
分
析
に
関
す

る
情
報
を
経
年
的
な
変
化
が
分
か
る
よ
う
な
図
表
に
編
集
す
る
等
国
民
が
理

る
情
報
を
経
年
的
な
変
化
が
分
か
る
よ
う
な
図
表
に
編
集
す
る
等
国
民
が
理

解
し
や
す
い
よ
う
加
工
し
た
上
で
、
印
刷
物
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
多
様

解
し
や
す
い
よ
う
加
工
し
た
上
で
、
印
刷
物
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
多
様

な
媒
体
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
者
に
対
し
て
、
広
く
公
開
及
び
提

な
媒
体
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
者
に
対
し
て
、
広
く
公
開
及
び
提

供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
二

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

第
二

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
り
患
率
を
減
少
傾
向
へ
導
く
た
め

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
罹
患
率
を
減
少
傾
向
へ
導
く
た
め

の
施
策
の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予

の
施
策
の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予

防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要

防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症
の
予
防
方
法
と
し
て
の
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
、

で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症
の
予
防
方
法
と
し
て
の
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
、

予
防
接
種
並
び
に
検
査
や
医
療
の
積
極
的
な
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
及
び
早

予
防
接
種
並
び
に
検
査
や
医
療
の
積
極
的
な
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
及
び
早

期
治
療
が
性
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
と

期
治
療
が
性
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
と

い
っ
た
情
報
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
く

い
っ
た
情
報
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
く

と
と
も
に
、
検
査
や
医
療
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
と
も
に
、
検
査
や
医
療
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
普
及
啓
発
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に
必
要

ま
た
、
普
及
啓
発
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に
必
要
と

と
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
い
内
容
と
効
果
的
な
媒
体
に
よ
り
提
供
す
る
こ

す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
い
内
容
と
効
果
的
な
媒
体
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と

と
を
通
じ
、
各
個
人
の
行
動
を
性
感
染
症
に
感
染
す
る
危
険
性
の
低
い
も
の

を
通
じ
、
各
個
人
の
行
動
を
性
感
染
症
に
罹
患
す
る
危
険
性
の
低
い
も
の
又

又
は
無
い
も
の
に
変
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

は
な
い
も
の
に
す
る
行
動
変
容
の
促
進
を
意
図
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
必
要

が
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
般
的
な
普
及
啓
発
の
実
施
に
加
え
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た

さ
ら
に
、
一
般
的
な
普
及
啓
発
の
実
施
に
加
え
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た

普
及
啓
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
者
の
実
情

普
及
啓
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
者
の
実
情

に
応
じ
て
、
普
及
啓
発
の
内
容
や
方
法
に
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

に
応
じ
て
、
普
及
啓
発
の
内
容
や
方
法
に
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
相
談
や
指
導
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
き

こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
相
談
や
指
導
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
き

め
細
か
い
普
及
啓
発
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

め
細
か
い
普
及
啓
発
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
国
が
、
都
道
府
県
等
と
協
力
し
て
、
性
感

染
症
予
防
の
普
及
啓
発
に
関
し
て
社
会
の
理
解
を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

【
参
考
】

二

普
及
啓
発
及
び
教
育

四

対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

予
防
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
年
齢
や
性
別
等
の
対
象
者
の
実
情

予
防
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
年
齢
や
性
別
等
の
対
象
者
の
実
情

に
応
じ
た
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

に
応
じ
た
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る
た

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る
た

6



堅
多

課
長

限
り

め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
つ
つ
、
正
確
な
情
報
提
供

め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
、
正
確
な
情
報
提
供
を
適

を
適
切
な
媒
体
を
用
い
て
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

切
な
媒
体
を
用
い
て
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

そ
の
際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、
児

際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、
児
童
生

童
生
徒
の
発
達
段
階
及
び
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要

徒
の
発
達
段
階
及
び
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
を
行
う
者
は
性
感
染
症
に
関
す
る
教
育
の
重
要
性
を

る
。
保
健
所
等
は
、
教
育
関
係
機
関
及
び
保
護
者
等
と
十
分
に
連
携
し
、
学

認
識
す
る
た
め
に
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
の
情
報
を
正

校
に
お
け
る
教
育
と
連
動
し
た
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
保
健
所
等
は
、
教
育
関
係
機

関
及
び
保
護
者
等
と
十
分
に
連
携
し
、
学
校
に
お
け
る
教
育
と
連
動
し
た
普

及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
は
、
こ
の
よ
う
な
普
及
啓
発
に
利

用
可
能
な
資
材
の
開
発
等
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
女
性
の
場
合
に
は
、
解
剖
学
的
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、
感
染

ま
た
、
女
性
は
、
解
剖
学
的
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、
感
染
し
て
も
無

し
て
も
無
症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤
内
炎

症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤
内
炎
症
性
疾
患

症
性
疾
患
の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
等
の
特

の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
等
の
特
性
が
あ
る

性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象

。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
の
意
向

者
の
意
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
対
象
者
の
実
情
や
年
齢
に
応
じ
た
特
別

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
対
象
者
の
実
情
や
年
齢
に
応
じ
た
特
別
な
配
慮
が

な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
性
感
染
症
及
び
そ
の
妊
娠
や
母
子
へ
の
影
響
を
性

必
要
で
あ
る
。
性
感
染
症
及
び
妊
娠
や
母
子
へ
の
影
響
を
性
と
生
殖
に
関
す

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
問
題
と
し
て
捉
え
る
配
慮
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
性

る
健
康
問
題
と
し
て
捉
え
る
配
慮
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
支
援

的
虐
待
や
性
犯
罪
等
の
被
害
者
に
対
す
る
支
援
や
緊
急
避
妊
の
た
め
の
診
療

や
緊
急
避
妊
の
た
め
の
診
療
等
の
場
に
お
い
て
は
、
性
感
染
症
予
防
を
含
め

等
の
場
に
お
い
て
は
、
性
感
染
症
予
防
を
含
め
た
総
合
的
支
援
が
求
め
ら
れ

た
総
合
的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は

る
。
ま
た
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
と
と
も
に
、

、
子
宮
頸
が
ん
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
も
予
防
が
有
効
で
あ
る
こ

ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
も
予
防
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要

等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

で
あ
る
。

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
り
患
の
可
能
性
の
高
い
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
罹
患
の
可
能
性
の
高
い
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
感

感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
感

染
の
防
止
の
た
め
の
注
意
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
の
で
、
そ

染
の
防
止
の
た
め
の
注
意
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
の
で
、
そ

の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
た
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

二

コ
ン
ド
ー
ム
の
予
防
効
果
に
関
す
る
普
及
啓
発

コ
ン
ド
ー
ム
は
、
性
器
や
口
腔
粘
膜
を
直
接
接
触
さ
せ
な
い
こ
と
で
性
感

コ
ン
ド
ー
ム
は
、
性
感
染
症
の
原
因
と
な
る
性
器
及
び
口
腔
粘
膜
等
の
直

染
症
の
感
染
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
が
、
コ
ン
ド
ー
ム
だ
け
で
は
防
ぐ
こ

接
接
触
を
妨
げ
る
物
理
的
障
壁
と
し
て
、
性
感
染
症
の
予
防
に
対
す
る
確
実

と
が
で
き
な
い
性
感
染
症
が
あ
る
等
の
情
報
に
つ
い
て
、
国
及
び
都
道
府
県

か
つ
基
本
的
な
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
と
と
も
に
、
コ

等
は
民
間
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ン
ド
ー
ム
だ
け
で
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
性
感
染
症
が
あ
る
こ
と
や
、
正

し
い
使
い
方
等
の
具
体
的
な
情
報
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
国

及
び
都
道
府
県
等
は
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
特
性
と
性
感
染
症
の
予
防
効
果
に
係

7



堅
多

課
長

限
り

る
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
製
造
・
販

売
業
者
に
も
協
力
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
等
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
性
感
染
症
に

な
お
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
等
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
性
感
染
症
に

係
る
受
診
の
機
会
を
捉
え
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
特
性
と
使
用
に
よ
る
性
感
染
症

係
る
受
診
の
機
会
を
捉
え
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
特
性
と
使
用
に
よ
る
性
感
染
症

の
予
防
に
つ
い
て
の
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
予
防
に
つ
い
て
の
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

。

。

三

検
査
の
推
奨
と
検
査
機
会
の
提
供

三

検
査
の
推
奨
と
検
査
機
会
の
提
供

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
の
検
査
に
係
る
情
報
の
提
供

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
の
検
査
に
係
る
情
報
の
提
供

を
行
い
、
性
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
者
に
対
し
、
検
査
の

を
行
い
、
性
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
者
に
対
し
、
検
査
の

受
診
を
推
奨
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
検
査
の
趣
旨
及
び

受
診
を
推
奨
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
検
査
の
趣
旨
及
び

内
容
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
で
受
診
さ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
に
結
び

内
容
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
で
受
診
さ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
に
結
び

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
が
自

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
が
自

ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
検
査
の
対
象
と
す
る
性
感
染
症
と
そ
の
検
査
項

ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
検
査
の
対
象
と
す
る
性
感
染
症
と
そ
の
検
査
項

目
を
選
定
す
る
と
き
は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の
感
染
の
危
険
性
、

目
を
選
定
す
る
と
き
は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の
感
染
の
危
険
性
、

検
査
の
簡
便
さ
等
を
考
慮
し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
及
び
淋
菌
感
染
症

検
査
の
簡
便
さ
等
を
考
慮
し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
及
び
淋
菌
感
染
症

に
あ
っ
て
は
病
原
体
検
査
（
尿
を
検
体
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
、
梅
毒

に
あ
っ
て
は
病
原
体
検
査
（
尿
を
検
体
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
、
梅
毒

及
び
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
あ
っ
て
は
抗
体
検
査
を
基
本
と
し

及
び
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
あ
っ
て
は
抗
体
検
査
を
基
本
と
し

て
、
検
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

て
、
検
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症
の
検
査
の
機

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症
の
検
査
の
機

会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
こ
と

会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
に
、
各
種

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
に
、
各
種

行
事
の
活
用
、
検
体
の
送
付
に
よ
る
検
査
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意

行
事
の
活
用
、
検
体
の
送
付
に
よ
る
検
査
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意

し
つ
つ
、
様
々
な
検
査
の
機
会
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な

し
つ
つ
、
様
々
な
検
査
の
機
会
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な

お
、
検
査
の
結
果
、
受
診
者
の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
当
該
受
診
者
に

お
、
検
査
の
結
果
、
受
診
者
の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
当
該
受
診
者
に

、
当
該
性
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
十
分
説
明
し

、
当
該
性
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
十
分
説
明
し

、
支
援
す
る
と
と
も
に
、
当
該
受
診
者
を
通
じ
る
等
の
方
法
に
よ
り
当
該
受

、
支
援
す
る
と
と
も
に
、
当
該
受
診
者
を
通
じ
る
等
の
方
法
に
よ
り
当
該
受

診
者
の
性
的
接
触
の
相
手
方
に
も
必
要
な
情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
う
こ
と

診
者
の
性
的
接
触
の
相
手
方
に
も
必
要
な
情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
い
、
必

で
、
検
査
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
医
療
に
結
び
付

要
な
場
合
に
は
、
医
療
に
結
び
付
け
、
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重

け
、
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
、
個
人
個
人
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
下
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）
で
必
要
な
の
か
と
い
う
点
に

関
し
て
も
、
若
年
層
を
含
め
広
く
国
民
が
十
分
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
様

々
な
機
会
を
通
じ
て
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
検
査
の
実
施
に
関
し
て

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
検
査
の
実
施
に
関
し
て

8



堅
多

課
長

限
り

、
学
会
等
が
作
成
し
た
検
査
の
手
引
き
等
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

、
学
会
等
が
作
成
し
た
検
査
の
手
引
き
等
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

四

対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

予
防
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
年
齢
や
性
別
等
の
対
象
者
の
実
情

に
応
じ
た
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る
た

め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
、
正
確
な
情
報
提
供
を
適

切
な
媒
体
を
用
い
て
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
及
び
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
保
健
所
等
は
、
教
育
関
係
機
関
及
び
保
護
者
等
と
十
分
に
連
携
し
、
学

校
に
お
け
る
教
育
と
連
動
し
た
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
女
性
は
、
解
剖
学
的
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、
感
染
し
て
も
無

症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤
内
炎
症
性
疾
患

の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
等
の
特
性
が
あ
る

。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
の
意
向

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
対
象
者
の
実
情
や
年
齢
に
応
じ
た
特
別
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。
性
感
染
症
及
び
妊
娠
や
母
子
へ
の
影
響
を
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
問
題
と
し
て
捉
え
る
配
慮
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
支
援

や
緊
急
避
妊
の
た
め
の
診
療
等
の
場
に
お
い
て
は
、
性
感
染
症
予
防
を
含
め

た
総
合
的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は

、
子
宮
頸
が
ん
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
も
予
防
が
有
効
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
罹
患
の
可
能
性
の
高
い
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
感

染
の
防
止
の
た
め
の
注
意
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
の
で
、
そ

の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
よ
り
一
層
の
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

四

相
談
指
導
の
充
実

五

相
談
指
導
の
充
実

保
健
医
療
に
関
す
る
既
存
の
相
談
の
機
会
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
希
望

保
健
医
療
に
関
す
る
既
存
の
相
談
の
機
会
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
希
望

者
に
対
す
る
検
査
時
の
相
談
指
導
、
妊
婦
等
に
対
す
る
保
健
医
療
相
談
や
指

者
に
対
す
る
検
査
時
の
相
談
指
導
、
妊
婦
等
に
対
す
る
保
健
医
療
相
談
や
指

導
等
を
行
う
こ
と
が
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
の
観
点
か
ら
も
有
効

導
等
を
行
う
こ
と
が
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
の
観
点
か
ら
も
有
効

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
に
係
る
検
査
の
前
後
に

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
に
係
る
検
査
の
前
後
に

お
い
て
、
当
該
性
感
染
症
に
関
す
る
相
談
及
び
情
報
収
集
を
円
滑
に
推
進
す

お
い
て
、
当
該
性
感
染
症
に
関
す
る
相
談
及
び
情
報
収
集
を
円
滑
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
を
図
る
た
め
、
医
師
及
び
保
健
師
等
を

る
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
を
図
る
た
め
、
医
師
及
び
保
健
師
等
を

9



堅
多

課
長

限
り

対
象
に
相
談
及
び
指
導
に
携
わ
る
人
材
の
養
成
及
び
確
保
に
努
め
る
も
の
と

対
象
に
相
談
及
び
指
導
に
携
わ
る
人
材
の
養
成
及
び
確
保
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
、
関
係
団
体
及
び
教
育

す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
及
び
教
育
機
関
と
の
連

機
関
と
の
連
携
並
び
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ

携
並
び
に
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

と
が
重
要
で
あ
る
。

あ
る
。

第
三

医
療
の
提
供

第
三

医
療
の
提
供

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

性
感
染
症
は
、
疾
患
や
病
態
に
応
じ
て
適
切
に
処
方
さ
れ
た
治
療
薬
を
投

性
感
染
症
は
、
疾
患
や
病
態
に
応
じ
て
適
切
に
処
方
さ
れ
た
治
療
薬
を
投

与
す
る
等
の
医
療
が
必
要
な
疾
患
で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が
二
次
感
染
や
ま

与
す
る
等
の
医
療
が
必
要
な
疾
患
で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が
二
次
感
染
や
ま

ん
延
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
医
療
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
診

ん
延
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
医
療
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
診

断
や
治
療
の
指
針
、
分
か
り
や
す
い
説
明
資
料
等
の
活
用
に
加
え
て
、
個
人

断
や
治
療
の
指
針
、
分
か
り
や
す
い
説
明
資
料
等
の
活
用
に
加
え
て
、
個
人

情
報
の
保
護
等
の
包
括
的
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
若
年
層
が
受
診

情
報
の
保
護
等
の
包
括
的
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
若
年
層
が
受
診

し
や
す
い
環
境
作
り
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

し
や
す
い
環
境
作
り
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

二

医
療
の
質
の
向
上

二

医
療
の
質
の
向
上

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
診
断
や
治
療
に
関
す
る
最
新
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
し

ら
、
診
断
や
治
療
に
関
す
る
最
新
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
し

、
普
及
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

、
普
及
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
学
会
等
の
関
係
団
体
は
、
標
準
的
な
診
断
や
治
療
の
指
針
等
に
つ

特
に
、
学
会
等
の
関
係
団
体
は
、
標
準
的
な
診
断
や
治
療
の
指
針
等
に
つ

い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
し
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
普
及
啓
発
を
図
る
こ

い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
し
、
普
及
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
学
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
様
々
な
診

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
学
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
様
々
な
診

療
科
を
横
断
し
て
性
感
染
症
の
専
門
家
養
成
の
た
め
の
教
育
及
び
研
修
機
会

療
科
を
横
断
し
て
性
感
染
症
の
専
門
家
養
成
の
た
め
の
教
育
及
び
研
修
機
会

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

三

医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上

三

医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
特
に
若
年
層
等
が
性
感
染
症
に
関
し
て
受
診
し

特
に
若
年
層
等
が
性
感
染
症
に
関
し
て
受
診
し
や
す
い
医
療
体
制
の
整
備

や
す
い
医
療
体
制
の
整
備
等
の
環
境
作
り
と
と
も
に
、
保
健
所
等
に
お
け
る

等
の
環
境
作
り
と
と
も
に
、
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
か
ら
、
受
診
及
び
治

検
査
か
ら
、
受
診
及
び
治
療
に
結
び
付
け
ら
れ
る
体
制
作
り
を
推
進
す
る
こ

療
に
結
び
付
け
ら
れ
る
体
制
作
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
検
査
や
治
療
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
資
料
等

、
検
査
や
治
療
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
資
料
等
を
作
成
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の

を
作
成
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
協
力
に
よ
り
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

協
力
に
よ
り
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
及
び
都
道
府
県
等

り
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
そ
の
普
及
啓
発
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重

は
、
そ
の
普
及
啓
発
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

第
四

研
究
開
発
の
推
進

第
四

研
究
開
発
の
推
進

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方
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堅
多

課
長

限
り

性
感
染
症
の
拡
大
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
質
か
つ
適
切
な
医
療

性
感
染
症
の
拡
大
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
質
か
つ
適
切
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進
が
必
要
で

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進
が
必
要
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
病
態
の
解
明
に
基
づ
く
検
査
や
治
療
に
関
す
る
研
究

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
病
態
の
解
明
に
基
づ
く
検
査
や
治
療
に
関
す
る
研
究

、
発
生
動
向
に
関
す
る
疫
学
研
究
、
行
動
様
式
に
関
す
る
社
会
面
と
医
学
面

、
発
生
動
向
に
関
す
る
疫
学
研
究
、
行
動
様
式
に
関
す
る
社
会
面
と
医
学
面

に
お
け
る
研
究
等
を
対
策
に
活
用
で
き
る
よ
う
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

に
お
け
る
研
究
等
を
対
策
に
活
用
で
き
る
よ
う
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

重
要
で
あ
る
。

二

検
査
や
治
療
等
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進

二

検
査
や
治
療
等
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進

性
感
染
症
の
検
査
や
治
療
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は
、
迅
速

性
感
染
症
の
検
査
や
治
療
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は
、
迅
速

か
つ
正
確
に
結
果
が
判
明
す
る
検
査
薬
や
検
査
方
法
等
の
検
査
機
会
の
拡
大

か
つ
正
確
に
結
果
が
判
明
す
る
検
査
薬
や
検
査
方
法
等
、
検
査
機
会
の
拡
大

の
た
め
の
実
用
的
な
検
査
薬
や
検
査
方
法
の
開
発
、
効
果
的
で
簡
便
な
治
療

の
た
め
の
実
用
的
な
検
査
薬
や
検
査
方
法
の
開
発
、
効
果
的
で
簡
便
な
治
療

方
法
の
開
発
、
薬
剤
耐
性
を
持
つ
病
原
体
に
よ
る
性
感
染
症
に
対
す
る
治
療

方
法
の
開
発
、
新
た
な
治
療
薬
及
び
耐
性
菌
を
出
現
さ
せ
な
い
よ
う
な
治
療

方
法
等
の
開
発
及
び
新
た
な
治
療
薬
の
開
発
や
そ
の
投
与
方
法
に
関
す
る
研

薬
の
開
発
や
そ
の
投
与
方
法
に
関
す
る
研
究
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ワ

究
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
海
外
で
使
用
さ
れ
て
い
る
治
療
薬
が
国
内
に

ク
チ
ン
開
発
の
研
究
、
予
防
方
法
の
新
た
な
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究

お
い
て
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
海
外
と
の
格
差
を
是
正
し
て
い
く
こ
と

開
発
等
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
研
究
、
予
防
方
法
の
新
た
な

可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
開
発
等
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

三

発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究
の
推
進

三

発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究
の
推
進

国
は
、
発
生
動
向
の
多
面
的
な
把
握
に
役
立
て
る
た
め
、
性
感
染
症
に
関

国
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
各
種
疫
学
研
究
を
強
化
し
、
今

す
る
各
種
疫
学
研
究
に
つ
い
て
、
疫
学
者
や
都
道
府
県
等
の
協
力
を
得
る
等

後
の
予
防
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
性
感
染

に
よ
り
強
化
し
、
今
後
の
予
防
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
推
移
に
関
す
る
研
究
、
病
原
体
の
分
子
疫
学

。

や
薬
剤
耐
性
に
関
す
る
研
究
、
地
域
を
限
定
し
た
性
感
染
症
の
全
数
調
査
、

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
発
生
動
向
と
の
比
較
研
究
、
発
生
動
向
の
分
析

を
行
う
た
め
の
追
加
調
査
、
指
定
届
出
機
関
の
選
定
の
在
り
方
に
関
す
る
研

究
等
の
疫
学
研
究
に
よ
っ
て
、
定
量
的
な
評
価
が
可
能
と
な
る
数
値
を
的
確

に
推
計
で
き
る
よ
う
努
め
る
な
ど
、
発
生
動
向
の
多
面
的
な
把
握
に
役
立
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四

社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

四

社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

国
は
、
性
感
染
症
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付
け
る
た
め
の
試
行

国
は
、
性
感
染
症
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付
け
る
た
め
の
試
行

的
研
究
、
性
感
染
症
予
防
策
の
ま
ん
延
防
止
効
果
に
関
す
る
研
究
、
感
染
リ

的
研
究
、
性
感
染
症
予
防
策
の
ま
ん
延
防
止
効
果
に
関
す
る
研
究
、
感
染
リ

ス
ク
や
感
染
の
防
止
に
関
す
る
意
識
・
行
動
等
を
含
む
社
会
面
と
医
学
面
に

ス
ク
や
感
染
の
防
止
に
関
す
る
意
識
・
行
動
等
を
含
む
社
会
面
と
医
学
面
に

お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究
を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
対
策

お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究
を
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策

の
研
究
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の
研
究
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

五

研
究
評
価
等
の
充
実

五

研
究
評
価
等
の
充
実

国
は
、
研
究
の
計
画
を
厳
正
に
評
価
し
、
重
点
的
に
研
究
を
支
援
す
る
と

国
は
、
研
究
の
計
画
を
厳
正
に
評
価
し
、
重
点
的
に
研
究
を
支
援
す
る
と

11



堅
多

課
長

限
り

と
も
に
、
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
も
的
確
に
評
価
し
た
上
で
、
評
価
の
高
い

と
も
に
、
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
も
的
確
に
評
価
し
た
上
で
、
評
価
の
高
い

研
究
成
果
に
基
づ
く
施
策
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

研
究
成
果
に
基
づ
く
施
策
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
研
究
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
く
一
般
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重

ま
た
、
研
究
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
く
一
般
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

第
五

国
際
的
な
連
携

第
五

国
際
的
な
連
携

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
の
主
要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
主
要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と

の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
に
り
患
し
て
い
る
者
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
や
す
い

の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
に
罹
患
し
て
い
る
者
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全

と
い
う
こ
と
に
鑑
み
、
予
防
対
策
上
の
観
点
か
ら
性
感
染
症
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
鑑
み
、
予
防
対
策
上
の
観
点

症
・
エ
イ
ズ
と
を
併
せ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
国
際
的
に
は
多
い
こ
と
か
ら
、

か
ら
性
感
染
症
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
を
併
せ
て
取
り
扱
う
こ
と
が

国
際
的
な
連
携
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
点
を
念
頭
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

国
際
的
に
は
多
い
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
連
携
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
点
を

あ
る
。

念
頭
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

二

諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
等
に
お
け
る
性
感
染
症
に
関
す
る
予
防
方
法

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
等
に
お
け
る
性
感
染
症
に
関
す
る
予
防
方
法

や
治
療
方
法
の
開
発
、
疫
学
研
究
や
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
研
究
の
成

や
治
療
方
法
の
開
発
、
疫
学
研
究
や
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
研
究
の
成

果
等
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進
し
、
我
が
国
の
対
策
に
活
か

果
等
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進
し
、
我
が
国
の
対
策
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
連
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
連
す
る
後
天
性
免

染
症
・
エ
イ
ズ
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
情
報
交
換
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
望

疫
不
全
症
候
群
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
情
報
交
換
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。

ま
し
い
。

三

国
際
的
な
感
染
拡
大
抑
制
へ
の
貢
献

三

国
際
的
な
感
染
拡
大
抑
制
へ
の
貢
献

国
は
、
世
界
保
健
機
関
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
、

国
は
、
世
界
保
健
機
関
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
等

世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
）
等

の
活
動
へ
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の
活
動
へ
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
六

施
策
の
評
価
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

第
六

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化
等

一

基
本
的
考
え
方

一

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、
様
々
な
関
係
機
関

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、
様
々
な
関
係
機
関

と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚
生
労
働
省
、
内

と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚
生
労
働
省
、
内

閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携
、
研
究
成
果
の
情
報
交

閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携
、
研
究
成
果
の
情
報
交

換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図
る
ほ
か
、
国
及
び
都
道
府
県
等

換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図
る
ほ
か
、
国
及
び
都
道
府
県
等

と
医
師
会
等
の
関
係
団
体
並
び
に
性
感
染
症
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ

と
医
師
会
等
の
関
係
団
体
並
び
に
性
感
染
症
及
び
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

対
策
等
に
関
係
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
等
幅
広
い
連
携
を
図
る
こ
と
が
重

対
策
等
に
関
係
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
等
幅
広
い
連
携
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
保
健
所
に
よ
る
普
及
啓
発
の
拠
点
と
し
て
の
情
報
発
信

要
で
あ
る
。
ま
た
、
保
健
所
に
よ
る
普
及
啓
発
の
拠
点
と
し
て
の
情
報
発
信
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堅
多

課
長

限
り

機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
強
化
に

機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
強
化
に

よ
る
普
及
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

よ
る
普
及
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

本
指
針
の
進
捗
状
況
の
評
価
及
び
展
開

二

本
指
針
の
進
捗
状
況
の
評
価
及
び
展
開

本
指
針
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症
の
動
向
を
分
析
し

本
指
針
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
指
針
に
掲
げ
た
取
組
の
進

、
本
指
針
に
掲
げ
た
取
組
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専

捗
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専
門
家
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら

門
家
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
取
組
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が

取
組
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

重
要
で
あ
る
。
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